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一
般
質
問 

大
宜
見
洋
文 

議
員

問 

耐
震
性
の
問
題
や
老
朽
化
な
ど

で
建
て
替
え
の
要
望
の
あ
る
自
治
公
民

館
は
あ
る
か
。
建
て
替
え
を
進
め
て
い

く
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
優
先
順
位
を
数

値
化
で
き
る
か
。

副
町
長　

自
治
会
公
民
館
の
建
て
替
え

に
つ
い
て
、
宮
平･

兼
本
ハ
イ
ツ･

津

嘉
山
の
３
自
治
会
か
ら
相
談
が
あ
る
。

総
務
部
長
　

優
先
順
位
を
数
値
化
す

る
に
は
築
年
数
や
字
の
人
口
に
対
す
る

床
面
積
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
宮
平
公

民
館
は
老
朽
化
し
て
い
る
。
人
口
に
対

し
て
も
非
常
に
狭
い
。
そ
の
た
め
今
の

と
こ
ろ
宮
平
公
民
館
の
建
て
替
え
を
考

え
て
い
る
。

問 

補
助
金
に
頼
ら
な
い
公
民
連
携

で
の
建
て
替
え
の
可
能
性
は
あ
る
か
。

岩
手
県
紫し

わ波
町
の
「
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
町
有
地
を
活
用
し
て
公
民

の
複
合
施
設
を
整
備
）」
は
参
考
に
な

ら
な
い
か
。

副
町
長　

可
能
な
限
り
国
や
県
の
補
助

金
等
を
活
用
し
た
い
。
自
治
会
住
民
か

ら
の
寄
附
金
や
積
立
金
、
町
の
補
助
金

で
建
て
替
え
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
提
案
の
取
組

を
含
め
て
研
究
し
て
い
く
。

町
立
図
書
館
を

課
題
解
決
型
図
書
館
に

問 

地
域
の
資
料･

情
報
を
活
用
し
、

問
題
解
決
す
る
「
課
題
型
図
書
館
」
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
図
書
館
か
。

教
育
長　

地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
、

課
題
に
応
じ
た
図
書
資
料
を
収
集
す
る

図
書
館
で
あ
る
。
解
決
方
法
の
デ
ー
タ

蓄
積
も
行
う
。

問 

町
立
図
書
館
も
課
題
解
決
型
図

書
館
を
目
指
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
部
長
　

運
営
方
針
は
図
書
館
審

議
会
で
設
定
す
る
。
子
育
て
支
援
の
努

力
目
標
を
中
心
に
取
り
組
む
と
設
定
し

て
い
る
。

空
き
家
対
策
の
状
況
は

問 

若
者
同
士
の
ル
ー
ム
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
が
増
え
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
で

は
高
齢
者
と
若
者
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で

「
絆
」
が
生
ま
れ
、
地
域
力
ア
ッ
プ
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
本
町
で
も
導
入

で
き
な
い
か
。

教
育
長　

ル
ー
ム
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
物

件
は
増
え
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
欧
米
と

比
較
す
る
と
浸
透
し
て
い
な
い
。
町
内

で
は
県
営
団
地
以
外
は
個
人･

企
業
の

賃
貸
物
件
と
な
る
。
賃
貸
契
約
は
個
々

の
考
え
で
行
わ
れ
る
。
町
に
よ
る
ル
ー

ム
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
促
進
は
困
難
で
あ
る
。

自治会公民館の
建て替え計画はあるか
答　宮平･兼本ハイツ･津嘉山の3自治会から相談がある

大宜見　洋文 議員

○
中
小
企
業
振
興
条
例
の
進
捗
は

○
総
合
計
画
の
住
民
会
議
か
ら

　「
は
え
ば
る
大
学
」
に
つ
な
げ
よ

○
公
共
交
通
特
区
の
申
請
を

○
町
内
事
業
所
の
原
付
バ
イ
ク
は

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た

亀裂の入った宮平公民館の壁

宮平公民館


